
要綱第２号様式

殿

申請者氏名

左の被扶養者の在学校名
（高校生又は専攻科生徒の場合のみ記入）

課程・学科・学年

学校名

　立

学校名

　立

学校名

　立

学校名

青森県立 ○○高等学校
学校名

　立

学校名

　立

学校名

　立

学校名

　立

学校名

　立

学校名

　立

※

※

※ 「扶養の有無」欄には、給付金の申請者が扶養している者に「○」を記入してください。

※

 令和　○年　○月　○日

〇〇高等学校長

世帯の状況に関する申立書

　青森県国公立高校生等奨学のための給付金の給付の対象となる国公立高校生等の世帯の状況については、下記のとおり、その事実に相違がないことを申し立てます。

世
帯
の
状
況
（

７
月
１
日
現
在
）

続柄
氏　 　名

生　年　月　日 年齢
扶養の
有無

15歳以上23歳未満の被扶養者の就学の状況

父 青森　太郎
昭和
平成
令和

５０年　６月 〇日 ４７

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

課程

学科　学年

母 青森　花子
昭和
平成
令和

５２年　５月　　〇日 ４５ 〇

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

課程

学科　学年

姉 青森　桜子
昭和
平成
令和

１２年　６月　　〇日 ２２ 〇

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

課程

学科　学年

兄 青森　一郎
昭和
平成
令和

１６年　５月　　〇日 １８ 〇

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

全日制　課程

普通学科３学 年

本人 青森　二郎
昭和
平成
令和

１８年 　７月 　１日 １６ 〇

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

課程

学科　学年

昭和
平成
令和

　年　 　月　 　日

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

課程

学科　学年

昭和
平成
令和

　年　 　月　 　日

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

課程

学科　学年

課程

学科　学年

昭和
平成
令和

　年　 　月　 　日

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

課程

学科　学年

昭和
平成
令和

　年　 　月　 　日

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

１　高校生（全日制）
２　高校生（定時制）
３　高校生（通信制）
４　専攻科生徒
５　その他

課程

学科　学年

世帯分離の有無にかかわらず、生計を同一にしている家族等の全員を記入してください。

「続柄」欄は、給付金の給付の対象となる国公立高校生等を「本人」として記入してください。（対象となる国公立高校生等が２人以上いるときは、年上の国公立高校生等を基準としてください。）

「15歳以上23歳未満の被扶養者の就学の状況」欄は、「年齢」の欄が15歳～22歳の者で、かつ、「扶養の有無」欄に「○」をつけた者の就学の状況について、該当する項目の番号を「○」で囲み、その高校生又は専攻科生徒が在学する学校名等を記入し
てください。
・高校生又は専攻科生徒以外の者は、全て「５　その他」となります。

昭和
平成
令和

　年　 　月　 　日

前倒し給付は６月３０日まで

通常の給付は基準日（７/１）以降の提出日

申請者（保護者）氏名を記入

記入例

県外の学校に通う場合は

「青森県教育委員会教育長」と記入


